
プレスリリース 

 令 和 ５ 年 ９ 月 ８ 日  

最 上 総 合 支 庁  

報 道 機 関 各 位 

 

令和５年度 高病原性鳥インフルエンザ・口蹄疫・豚熱等 

防疫演習の開催について 
 

 特定家畜伝染病（高病原性鳥インフルエンザ・口蹄疫・豚熱等）の発生農場における防

疫作業に従事する動員予定者を対象に、防疫作業の手順を確認し、個人防護具（PPE）の

脱着訓練、殺処分に係る豚の移動・保定訓練及び鶏の捕獲訓練を行います。 

本演習では、迅速かつ適切な初動対応の詳細について確認することを目的として、下記

により実践的な演習を行いますので取材くださるようお願いします。 

 

記 

 

１ 期日   令和５年９月１３日（水) 午後１時１５分から午後３時３０分まで 

 

２ 場所   最上総合支庁  講堂（一部 ５０４会議室） 

 

３ 内容 

(1)個人防護具（PPE）の着脱訓練 

(2)養豚場での豚熱発生を想定した豚の追い込み・保定訓練（豚モデル使用）   

(3)養鶏場での高病原性鳥インフルエンザ発生を想定した鶏の追い込み・捕獲訓練

（鶏モデル使用） 

    

４ 出席者  最上総合支庁、管内市町村職員等 約３０名 

 

                                                                             

問合わせ先 

担  当 産業経済部 家畜保健衛生課 

      課長補佐 中嶋  

電話 0233-29-1355 

     総務企画部 総務課（防災安全室） 

     室長補佐 冨樫 

電話 0233-29-1209 

 報道監 総務企画部長 永澤 隆志 


